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た
場
合
、
食
料
供
給
が
困
難
と
な
り
、
最
悪
、
国
民
が
飢
餓
状
態
に
陥
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
岸
田
首
相
の
指
示
を
受
け
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
て
も
「
国
民
に
必
要
な
食

料
を
確
保
す
る
」
体
制
づ
く
り
に
着
手
、
政
府
全
体
で
意
思
決
定
し
、
関
係
省
庁
で
連
携
し
対
策

本
部
を
設
け
る
こ
と
に
。
具
体
的
に
は
農
政
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
を
改
正
し
、
食
料
対
策
本
部
の
設
置
基
準
を
織
り
込
み
、
食
料
確
保
の
施
策
を
迅
速
に
実
行

で
き
る
よ
う
に
検
討
を
始
め
た
。

１
．
食
料
自
給
率
向
上
に
つ
い
て

　

農
水
省
の
食
料
自
給
率
調
査
（
令
和
２
年
度
）
に
よ
る
と
、
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
）
は
３
８
％
で
、
カ
ナ
ダ
２
６
６
％
、
豪
州
２
０
０
％
、
米
国
１
３
２
％
、
ド
イ
ツ
８
６

％
、
イ
タ
リ
ア
６
０
％
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
他
の
数
値
も
見
て
み
よ
う
、
食
料
の
国
産
化
率
は
４
７
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）、
コ
メ
や

小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
だ
け
に
絞
っ
た
「
穀
物
自
給
率
」
も
２
８
％
し
か
な
い
。
家

畜
の
為
の
「
飼
料
自
給
率
」
も
、
わ
ず
か
２
５
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
命
を
守
る
「
食

料
安
全
保
障
体
制
」
は
既
に
危
険
水
域
に
達
し
て
い
る
。

　

特
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て
以
来
、
肥
料
や
飼
料
の
国
際
的
な
逼
迫
が

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
で
日
本
の
国
防
問
題
が
大
き
く
論
議
さ
れ
て
い

る
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
食
料
の
安
全
保
障
問
題
で
あ
る
。
日
本
は
食
料
の
約
６
割
を
海

外
に
依
存
し
て
い
る
、
地
政
学
上
の
リ
ス
ク
、
例
え
ば
中
国
が
台
湾
を
侵
略
す
る
「
台
湾
有
事
」

が
起
こ
れ
ば
台
湾
海
峡
が
封
鎖
さ
れ
、
食
料
や
農
産
物
を
積
ん
だ
コ
ン
テ
ナ
船
が
日
本
の
港
に
入

っ
て
こ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。「
先
の
大
戦
に
お
い
て
米
国
潜
水
艦
隊
は
、
52
隻
を
失
っ
た
だ

け
で
、
１
９
０
０
隻
の
日
本
艦
船
を
沈
め
、
日
本
の
戦
争
経
済
の
息
の
根
を
止
め
た
」（
荒
川
憲

一
、
比
較
戦
争
経
済
史
よ
り
）

　

国
内
に
お
い
て
も
、
仮
に
気
候
変
動
激
化
に
よ
る
自
然
災
害
で
凶
作
が
同
時
多
発
的
に
起
こ
っ
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つ
物
処
理
施
設
（
所
管
・
農
水
省
）
こ
れ
ら
が
国
内
に
残
存
す
る
リ
ン
資
源
回
収
の
拠
点
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

⑵　

諸
外
国
の
リ
ン
資
源
回
収
事
例

　

ド
イ
ツ
は
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
下
水
か
ら
リ
ン
資
源
回
収
を
主
と
す
る
汚
泥
命
令
法
を
可
決

し
、
汚
水
処
理
対
象
人
口
10
万
人
以
上
の
下
水
処
理
場
は
２
０
２
９
年
ま
で
、
人
口
５
万
人
以
上

の
下
水
処
理
場
は
２
０
３
２
年
ま
で
に
リ
ン
資
源
回
収
を
義
務
付
け
た
。
牧
畜
で
知
ら
れ
る
ス
イ

ス
は
、
下
水
汚
泥
は
全
量
焼
却
し
、
灰
か
ら
の
リ
ン
回
収
を
義
務
付
け
て
い
る
。
一
方
、
下
水
処

理
普
及
率
を
高
め
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
サ
ウ
ジ
、
カ
タ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
は
、

リ
ン
含
有
の
下
水
汚
泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、
肥
料
と
し
て
活
用
す
る
政
策
を
と
り
始
め
て
い
る
。

３
．
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
回
収
方
法

　

国
土
交
通
省
は
「
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
大
規
模
案
件
形
成
事
業
」

を
発
表
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
下
水
汚
泥
埋
め
立
て
処
分
や
焼
却
処
分
を
安
易
に
選
択
せ
ず
、
肥

料
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
援
先
を
決
定
し
た
。
①
案
件
形
成
支
援
先
と

し
て
20
団
体
（
旭
川
市
、
秋
田
県
流
域
下
水
道
、
埼
玉
県
流
域
、
千
葉
市
、
東
京
都
流
域
、
神
戸

市
な
ど
）
②
肥
料
成
分
・
重
金
属
の
分
析
支
援
先
と
し
て
60
団
体
（
函
館
市
、
仙
台
市
、
横
浜
市
、

顕
著
と
な
り
、
そ
の
価
格
も
３
倍
か
ら
６
倍
に
も
達
し
て
い
る
。
農
産
物
や
家
畜
の
飼
料
作
物
を

育
て
る
た
め
に
３
大
肥
料
（
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
）
が
必
須
で
あ
る
が
、
特
に
リ
ン
資
源
の

枯
渇
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
国
内
の
リ
ン
資
源
は
、
１
０
０
％
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。

そ
の
リ
ン
資
源
の
国
際
相
場
も
高
騰
し
、
リ
ン
資
源
輸
出
国
（
中
国
、
米
国
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ロ
シ

ア
な
ど
）
は
自
国
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、
輸
出
制
限
や
輸
出
禁
止
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
こ

で
急
き
ょ
注
目
さ
れ
た
の
が
、
国
内
に
残
存
す
る
下
水
汚
泥
か
ら
の
リ
ン
資
源
回
収
で
あ
る
。

　

２
０
２
２
年
11
月
９
日　

岸
田
首
相
は
「
下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
資
源
回
収
」
を
国
土
交
通
省
お

よ
び
農
林
水
産
省
へ
指
示
、
各
省
で
検
討
が
始
ま
っ
た
。

２
．
下
水
汚
泥
中
の
リ
ン
資
源
の
現
状

　

国
内
の
農
業
生
産
で
の
リ
ン
資
源
の
使
用
量
は
年
間
30
～
50
万
ト
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑴　

国
内
の
リ
ン
回
収
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
市
場

　

人
間
一
人
か
ら
の
リ
ン
排
出
量
は
１
ｇ
／
日
・
人
と
言
わ
れ
、
生
下
水
に
は
リ
ン
と
し
て
12
万

ト
ン
／
年
含
ま
れ
る
が
、
回
収
率
40
％
と
し
て
４
・
８
万
ト
ン
／
年
と
な
り
、
こ
の
量
は
、
国
内

農
業
用
リ
ン
使
用
量
の
約
10
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。
全
国
の
下
水
処
理
場
数
は
、
約
２
２
０
０
箇

所
（
所
管
・
国
交
省
）、
し
尿
処
理
場
（
所
管
・
環
境
省
）
は
９
５
０
箇
所
あ
り
、
家
畜
の
排
せ
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北
九
州
市
な
ど
）
が
選
定
さ
れ
た
。
既
に
国
内
で
実

証
さ
れ
、
リ
ン
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
る
方
法
は
次

の
４
種
で
あ
る
。

⑴　

Ｍ
Ａ
Ｐ
法　

リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
生
成
、
実
施
自
治
体
例
：
神
戸
市
、
大

阪
市
、
島
根
県
、
福
岡
市
な
ど

⑵　

Ｈ
Ａ
Ｐ
法　

カ
ル
シ
ウ
ム
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ

タ
イ
ト
生
成
、
実
施
自
治
体
例
：
福
島
県
北
塩

原
市
、
秋
田
県
仙
北
市
、
奈
良
県
十
津
川
村
な

ど
）

⑶　

灰
ア
ル
カ
リ
抽
出
法　

消
石
灰
と
反
応
さ
せ

リ
ン
酸
塩
と
し
て
回
収
、
実
施
自
治
体
例
：
岐

阜
市
な
ど

⑷　

炭
化
法　

下
水
汚
泥
を
炭
化
し
使
用
、
実
施

自
治
体
例
：
群
馬
県
な
ど

　

い
ず
れ
の
方
法
も
、
肥
料
取
締
法
に
定
め
ら
れ
た

肥
料
の
区
分
や
公
定
規
格
（
特
に
重
金
属
類
）
の
管

理
基
準
を
満
た
す
と
同
時
に
、
年
間
の
製
造
量
に
基

づ
く
建
設
費
、
維
持
管
理
費
の
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
や
営
農
家
に
安
全
・
安
心

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４
．
新
た
な
肥
料
総
合
対
策

　

自
民
党
は
新
た
な
肥
料
総
合
対
策
と
し
て
、
令
和
５
年
度
予
算
に
①
肥
料
価
格
上
昇
分
の
７
割

補
助
と
し
て
約
８
０
０
億
円
を
計
上
、
ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
肥
料
化
施
策
（
コ
ン
ポ
ス
ト
政

策
の
加
速
）
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

下
水
汚
泥
の
肥
料
化
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
項
目
に
則
り
、
地
球
環
境
の
保
護
や
資
源
循
環
に
大
き
く

貢
献
す
る
施
策
で
あ
る
。
だ
が
下
水
汚
泥
に
は
、
人
為
的
に
排
出
さ
れ
た
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
に
、
と
く
に
重
金
属
の
含
有
量
の
管
理
や
有
害
物
質
の
無
害
化
処
理
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
肥
料
と
し
て
の
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
農
作
物
や
園
芸
用
の
肥
料
は
、

作
物
の
種
類
や
使
用
時
期
な
ど
に
よ
り
品
質
管
理
方
法
や
成
分
な
ど
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

様
々
な
市
場
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
下
水
汚
泥
に
よ
る
肥
料
開
発
に
努
め
る
こ
と
が
、
日
本
の
食

料
安
全
保
障
を
推
進
す
る
大
き
な
原
動
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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